
－
と
じ
て
保
存
し
て
く
た
さ
い
－

　
　
勃

　
　
舗

5歪5
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児
童
手
当
（
特
例
給
付
）

　
　
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

★
六
月
期
支
給
の
お
知
ら
せ

　
二
月
分
～
五
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
）
が
、
六
月
十
日
頃
み

な
さ
ん
の
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
支
給
対
象
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
市
民
税
所
得

割
非
課
税
の
受
給
者
は
月
額
七
千
円
）

で
す
。

日

　
★
現
況
届
を

　
　
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
は
、
左
記

　
　
の
日
程
に
よ
り
、
現
況
届
を
提
出
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
現
況
届
を
提
出

　
し
な
い
と
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の

　
　
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
●
持
参
す
る
も
の
…
…
…
　
印
鑑

　
健
康
保
険
証
・
ハ
ガ
キ
（
後
日
、
該

　
当
者
に
送
付
し
ま
す
。
）

程
　
　
表

期
　
日

時
　
間

場
　
所

参
集
地
区

6
月
1
日
困

午
前
9
時

～
午
前
n
時
半

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

吉
田

午
後
1
時

～
午
後
4
時

水
沢
出
張
所
水
沢

6
月
2
日
㈲

午
前
9
時

～
午
前
n
時
半

下
条
地
区
公
民
館

下
条

午
後
1
時

～
午
後
4
時

中
条
地
区
公
民
館

中
条
（
新
座
・
大

井
田
を
除
く
）

6
月
3
日
㈹

午
前
9
時

～
午
後
3
時

市
　
　
役
　
　
所

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
川
治
・
六
箇

「
”
岡
闘
”
閃
解
”
岡
岡
”
吋
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
”
岡
岡
岡
門
睡
岡
岡
岡
”
鱒
岡
”
岡
闘
”
岡
岡
”
岡
岡
”
岡
岡
岡
岡
網
”
岡
岡
一
閃
岡
”
蝿
岡
岡
岡
岡
”
岡
”
岡
閥
岡
岡
閥
』

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　　の＝　一
　一　畠畠畠

市
民
と
語
る
日
は

　
　
七
月
一
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
日
程
な
ど
詳
細
は

　
　
　
　
六
月
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　茎　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　二：　　　　　　　　＝　　　　　　　二＝　　　　　　　＝　　　　　　二＝　　　　　　＝　　　　　二＝　　　　＝　　　　二＝　　　z　　二＝　　＝　二：＝
二：

ド
図
騒
認
髄
鵠
凶
訴
闘
調
鯛
餉
騨
睡
”
岡
鵠
岡
鵠
“
鵠
髄
紫
岡
図
謎
図
闘
餉
閃
”
随
闘
鵠
岡
図
薩
巽
髄
N
闘
餉
闘
N
凶
闘
鵠
匹

rρ一一’一ρσ」』”一一一”一一”一一’”’一’σ」一醒’一」』”一一ρ54一’一置一’一4一一4一停「

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　　我家にも市の木　　　　i
i　　　“桐“を植えよう　　　i
l　　今年は桐の苗木が格別の安さで容易に手に　　1

！　入ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　　特大、大＼中と／本300円前後であつ旋して　　i
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　います・　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　ご希望の万は農林課耕地林務係（智7　3　　1

！　4／丁番内線334）か十日町森林組合（智　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もこ

1　8－3伺5）へご連絡ください。　　　　　i
隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸
し一68，一グ置」5，8，β4一，8，醒」一，一」一49，9グβ，一，一ρ一r，8り一4－P，一74一グーr，一P，．r4－rダー，躍，一，一，

市
・
県
営
住
宅
の

　
　
　
　
　
入
居
者
募
集

　
市
建
設
課
で
は
、
市
営
及
び
県
営

住
宅
の
二
団
地
（
八
幡
田
市
営
住
宅

一
戸
、
黒
沢
県
営
住
宅
三
戸
）
四
戸

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
希

望
者
は
、
六
月
一
日
～
六
日
の
間
に

建
設
課
建
築
住
宅
係
（
智
七
－
三
一

一
一
番
内
線
二
六
二
）
へ
。

〔交通事故相談〕　6月6日（月）

〔巡回内職相談〕　6月17日㈹

　　　いずれの相談も

　時問　午前10時～午後3時
　会場　市役所市民相談室

中
国
語
通
訳

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す

　
十
日
町
市
出
身
の
中
島
ツ
ル
さ
ん

が
、
昨
年
中
国
か
ら
一
時
帰
国
し
た

こ
と
は
、
ま
だ
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
今

年
度
は
、
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
百

八
十
人
の
訪
日
調
査
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
中
国
か
ら
の
一
時
帰
国
者
、

永
住
帰
国
者
は
今
後
さ
ら
に
増
え
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
肉

親
等
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
う
え

悪
、

こ

　
農
作
業
で
豚
糞
、
鶏
糞
な
ど
を
肥

料
と
し
て
使
用
す
る
農
家
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
近
年
、
こ
の
種
の
悪
臭

苦
情
が
市
役
所
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
特
に
住
宅
と
隣
接
し

て
い
る
畑
な
ど
に
豚
糞
、
鶏
糞
を
肥

料
と
し
て
使
用
す
る
際
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
豚
糞
、
鶏
糞
を
畑
に
還
元
し
た
後

は
早
期
に
覆
土
す
る
な
ど
処
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
悪
臭
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

市
民
生
活
課
環
境
係
（
智
七
ー
三
一

一
一
番
内
線
一
四
〇
）
へ
。

で
言
葉
の
違
い
が
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
県
で
は
、
中
国
語
通
訳
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
。

中
国
語
の
で
き
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
る
曜
日
、
時
間

帯
、
そ
の
他
ご
希
望
を
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
電
話
七
ー
三
一
一
一
番
内

線
二
二
四
）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　
纏
繋
臆
灘
を

苦情件数害57年度公

瀦

内　　容 件数
豚　　　　舎 2
し尿浄化槽排水 4
肥　　　　料 4
食品製造 1
そ　の　他 2

→

項　　目 件数

大気汚染 2
水質汚濁 7
騒　　　　音 6
振　　　　動 1
悪　　　　臭 13

廃　棄　　物 2
そ　の　他 5
計 36

一「一丁一



昭和58年5月25日1”川ll”ll”Illlllll”1川1”“llll川ll”川ll“II”II““llllllllIlll””1“1“1“ll“1とお、ガ夢3・∂ぢ剣75ぜ甜r　l”llII”lll川II“（2）

銀
月
議
目
雲
七
圖
覧
氷
道
週
間

　
六
月
一
日
～
七
日
は
水
道
週
間
で
す
。

　
十
日
町
市
の
水
道
に
は
「
上
水
道
」
　
「
簡
易
水
道
」
　
「
小
規
標
水
道
」

の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
上
水
道
は
、
計
画
給
水
人
口
五
千
一
人
以
上
の

水
道
を
“
い
、
十
日
町
、
中
条
、
川
治
の
平
場
地
区
約
三
万
人
に
給
水
し

て
い
ま
す
。
簡
易
水
道
は
、
計
画
給
水
人
口
百
一
人
以
上
五
千
人
ま
で
の

水
道
を
い
い
下
条
地
区
簡
易
水
道
な
ど
十
九
ヶ
所
一
万
五
千
六
百
人
に
給

水
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
水
道
は
計
画
給
水
人
口
百
人
以
下
の
水

道
を
い
い
、
津
池
地
区
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
三
年
に
約
六
十
％
の
普
及
率
だ
っ
た
給
水
人
口
も
五
十
七
年

に
は
九
十
三
％
の
普
及
率
に
至
り
、
四
万
五
千
四
百
人
に
給
水
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
水
道
週
間
に
あ
た
り
、
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
が
原
則

　
上
水
道
事
業
の
経
営
は
法
律
に
よ

っ
て
独
立
採
算
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
い
く
ら
経
営
が
く
る
し

く
て
も
、
市
の
税
金
で
ま
か
な
う
こ

　
円
　
円
ー
円
ー
　
円
ー

臨
翻
協
襯
搬
　
　
算

o
翫
　
翫
　
4
　
そ
2
　
　
　
　
　
予

円　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係

万64　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関

　
　
　
　
　
騨

　

，
　
　
〆
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

勢
建
，
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
ト
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
　
　
　
管

　
　
捜
価
贋
ぎ
額
謝
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
維

　
　
費
翻
諾
q
。
鷲
（

舷
臆
鵬
麟
5
駆
円
　
曾
鞭

　
　
　
　
鋤
編
誘
　
　
　
　
5
8

　
　
　
　
　
億
　
　
託
8
’

　
　
　
　
　
　
－
　
受
7
　
　
　
ー
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
幡
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　

（
上
水
道
）
　
「
驚
脇

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
簡
易
水
道
事
業

も
原
則
は
独
立
採
算
制
で
す
が
、
現

在
、
不
足
分
は
税
金
で
ま
か
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
円
）

　
　
円
）
　
　
円
）
　
　
万
％

　
　
万
％
　
万
％
費
9
4
6

　
　
7
0
旧
　
9
9
8
繕
一
ー

　
　
7
（
　
　
　
3
（

　
　
　
　
　

　
　
　
彦
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（　　　　　　　　　　　　　　　　　3564万円
簡3’搦魏惨　　 葡　’（19％

易　　　　　維持管理

箪灘翻耀
　　　　　　（37％）総額　凌漣

　　　　　　　　　臆8，514朋

　　　　税等　 （100％）
　　　　4，760万円
　　　　　（26％）

　　　100％
00人

　普
93及
％率　　90％

上
水

道　　　80％

600人

　　　70％

簡
易

水　　60％
道

0

3万

2万

囲，”川

防
　
肝

　亀●

》）
ピ、∠
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　　　昭和43

水
道
事
業
に
は

ば
く
大
な
経
費
が

　
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

水
源
の
確
保
や
水
道
施
設
の
拡
充
、

水
道
の
拡
張
、
改
良
工
事
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

に
は
ば
く
大
な
お
金
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
か
ら
お
金
を
借
り

（
起
債
）
、
利
息
を
つ
け
て
返
済
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
水
一
立
方

層
の
原
価
百
三
十
四
円
の
う
ち
、
借

入
金
の
返
済
金
が
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。

，
頒
劃
屑
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
気
軽
に
ご
相
談
を
㎜

　
使
用
水
量
や
水
も
れ
、
水
道
工
事

に
関
す
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
水
道
局

・
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
通
常
の
業
務

時
間
内
は
水
道
局
（
盈
七
ー
三
一
一

一
番
内
線
二
四
〇
～
二
四
三
）
へ
。

業
務
時
間
外
と
日
曜
・
祝
日
は
、
浄
㎜

配
水
場
（
智
二
ー
二
九
五
九
番
）
へ

水I　m3の原価（57年度）

借入金利息
　　47円

（35％）

7円（5％）

　　　　　　　　そ
　　　　修繕費　　の
　　　　　13円　　他
　　　　　（10％）

　　動力費
　　　16円　　　水

　　（12％）　　原
　　　　　　　　（1、1

＼
　減価償却費
　　　21円
　　　　（16％）

　職員給与費
　　　30円
　　（22％）

　※1立方メートル（l　m3）＝2002入ドラム缶5本分

郷奈
1れし失　　　　　　　常
1はてを水　　．　．　に水湖

水
道
メ
ー
タ
ー
と
検
針

水
の
使
用
量
は

　
正
確
に
メ
ー
タ
ー
に
記
録
さ
れ
ま

す
。
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
は
、
地
域

ご
と
に
基
準
日
を
き
め
て
検
針
員
が

お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
検
針
に
つ
い

て
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
水
道

局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
読
み
方

　
黒
い
針
の
単
位
の
大
き
い
方
（
百

㎡
）
か
ら
小
さ
い
方
（
一
㎡
）
へ
と
順

番
に
読
ん
で
い
き
ま
す
。
針
が
目
盛

り
と
目
盛
り
の
あ
い
だ
に
あ
る
と
き

は
、
小
さ
い
方
の
数
字
を
読
み
ま
す
。

　
使
用
量

　
今
回
の
指
針
量
か
ら
前
回
の
指
針

量
を
引
い
た
も
の
で
す
。

　
漏
水
に
ご
注
意

　
水
道
の
じ
ゃ
口
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま

で
は
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
こ
の
間

の
漏
水
に
よ
る
水
道
料
金
や
修
理
の

経
費
な
ど
も
あ
な
た
の
負
担
に
な
り

ま
す
。
十
分
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
漏
水
の
見
つ
け
か
た

　
水
道
料
金
が
ふ
だ
ん
に
比
べ
て
異

常
に
高
い
と
思
わ
れ
た
ら
、
水
道
の

　
水
道
局
で
は
、
水
も
れ
に
よ
る
損

失
を
少
な
く
す
る
た
め
日
夜
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
道
路
上
な
ど
の
水
も

　
　
、
た
と
え
わ
ず
か
で
も
見
す
ご

じ
ゃ
口
を
全
部
し
め
、
メ
ー
タ
ー
の

赤
い
星
印
を
見
て
く
だ
さ
い
。
水
を

使
わ
な
い
の
に
、
こ
の
星
印
が
回
っ

て
い
る
と
き
は
、
水
も
れ
し
て
い
ま

す
。
近
く
の
市
指
定
水
道
工
事
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
検
針
を
能
率
よ
く
す
る
た
め
に

　
つ
ぎ
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
②
メ

ー
タ
ー
は
検
針
し
や
す
い
場
所
に
。

③
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
に
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ

な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

黒レ、針鋤　亦い針

　　　　　　！
　　　欝鐡

藤鰻蹴雛
　　齢藷瀦
　　　第LS691号
　　　　　　　赤い星

　　　　嫌

さ
な
い
で
水
道
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
連
絡
い
た
だ
く
と
き
に

は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
①
水
も
れ
の
箇
所

と
状
況
、
②
お
名
前
、
③
お
と
こ
ろ

（
住
居
番
地
ま
で
）
、
④
道
順
や
目

標
に
な
る
も
の
、
⑤
電
話
番
号
。
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家
庭
の
水
道
の
・
し
《
み

～
給
水
装
置
は

み
ん
な
の
財
産
で
す

　
家
庭
の
水
道

　
浄
水
場
で
き
れ
い
に
な
っ
た
飲
み

水
は
、
公
道
に
埋
め
ら
れ
た
配
水
管

を
通
し
て
お
と
ど
け
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
配
水
管
か
ら
わ
か
れ
て
家
庭

ま
で
引
込
ま
れ
た
給
水
管
、
分
水
せ

ん
、
メ
ー
タ
i
、
給
水
せ
ん
（
じ
や

口
）
な
ど
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
給
水

装
置
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
用
地
や
ビ
ル
で
は

　
分
水
せ
ん
か
ら
受
水
そ
う
の
ボ
ー

ル
タ
ッ
プ
（
水
を
自
動
的
に
出
し
た

り
、
止
め
た
り
す
る
装
置
）
ま
で
が

給
水
装
置
で
す
。

　
水
道
施
設
の
所
有
区
分

　
公
道
に
埋
め
ら
れ
た
配
水
管
ま
で

は
市
の
所
有
物
で
市
が
管
理
し
て
い

ま
す
。
こ
の
配
水
管
か
ら
わ
か
れ
た

給
水
装
置
は
皆
さ
ん
の
所
有
で
す
。

こ
の
部
分
の
新
設
、
改
造
、
修
理
な

ど
は
所
有
者
の
負
担
で
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市

で
は
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
は
、

メ
ー
タ
i
（
量
水
器
）
ま
で
市
の
責

任
で
行
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ー
タ
ー
か
ら
じ
ゃ
口
ま
で
が
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

　
　
家
庭
の
水
道
工
事

　
　
　
　
　
　
～
給
水
装
置
の
工
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
局
か
市
の
指
定
工
事
店
へ

給
水
装
置
の
工
事
は
　
　
　
　
　
　
の
指
定
工
事
店
へ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
給
水
装
置
の
新
設
、
増
設
、
改
造

修
理
な
ど
は
、
市
の
指
定
を
受
け
た

水
道
工
事
店
以
外
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
工
事
の
申
込
み

　
工
事
の
申
込
み
は
市
水
道
局
か
市

水
道
の
嚇
養
恥
蓋
麟
届
砂
出

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
時
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
使
用
者
が
か
わ
っ
た
と
き
…
…
名

義
変
更
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
休
止
中
の
水
道
を
使
用
し
た
い
と

き
．
…
：
開
始
届
を
水
道
局
へ

※
引
越
し
す
る
と
き
…
…
料
金
の
精

算
が
必
要
で
す
。
早
め
に
、
忘
れ
ず

に
お
届
け
く
だ
さ
い
（
お
届
け
の
時

は
領
収
書
の
使
用
者
番
号
を
）
　
　
‘

※
長
期
間
水
道
を
使
わ
な
い
時
…
…

休
止
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
を
指
定
工
事
店
で
な
い
と
こ
ろ

に
頼
む
と
、
そ
の
工
事
が
無
届
け
工

事
と
な
り
、
市
の
水
道
条
例
に
よ
っ

て
水
を
止
め
ら
れ
た
り
、
過
科
を
科

せ
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
工
事
の
費
用
や
材
料

　
工
事
費
用
は
み
な
さ
ん
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
金
額
は
使
わ
れ
る
材
料
、

水
道
管
の
太
さ
な
ど
に
よ
っ
て
ち
が

い
ま
す
の
で
、
水
道
局
か
指
定
工
事

店
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
給
水
装

置
の
材
料
は
、
水
も
れ
が
し
た
り
、

水
が
よ
ご
れ
た
り
し
な
い
よ
う
丈
夫

で
腐
食
し
な
い
材
質
の
も
の
を
選
ぶ

こ
と
が
大
切
で
す
。

新
築
の
と
き
に
は

事
前
調
査
を

　
配
水
管
が
近
く
に
あ
り
ま
す
か

　
配
水
管
か
ら
家
に
水
道
を
引
く
費

用
は
、
す
べ
て
み
な
さ
ん
の
負
担
に

な
り
ま
す
か
ら
、
配
水
管
が
遠
く
に

あ
れ
ば
、
費
用
も
そ
の
分
だ
け
多
く

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
と
き
他
人
の
承
諾
を

　
①
他
人
の
土
地
を
通
さ
な
け
れ
ば

水
道
を
引
け
な
い
と
き
、
②
他
人
の

給
水
管
か
ら
分
岐
し
て
水
道
を
使
う

と
き
は
他
人
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

　
高
台
に
家
を
建
て
る
と
き

　
配
水
池
か
ら
配
水
さ
れ
た
水
道
の

水
は
、
あ
る
一
定
の
高
さ
ま
で
し
か

給
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
高

台
に
家
を
建
て
る
と
き
は
、
ポ
ン
プ

施
設
や
高
置
タ
ン
ク
を
も
う
け
な
い

と
水
道
が
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
よ
く
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。

水
道
の
豆
知
識

　
赤
い
水

　
水
道
工
事
や
断
水
な
ど
の
た
め
に
、

水
道
管
の
中
を
流
れ
て
い
る
水
の
速

さ
や
方
向
が
か
わ
っ
た
と
き
、
じ
や

口
か
ら
赤
い
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
管
の
中
の
鉄
さ
び

が
原
因
で
す
。
し
ば
ら
く
水
を
出
し

て
お
く
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　
白
い
水

　
水
の
中
に
小
さ
な
気
泡
（
空
気
）

が
入
っ
た
た
め
で
す
。
し
ば
ら
く
お

い
て
お
く
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

安
心
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
水
が
で
な
い

　
①
自
分
の
家
だ
け
の
と
き
…
…
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
止
水
せ
ん

が
開
い
て
い
る
こ
と
を
た
し
か
め
て

か
ら
修
理
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
．
②
中
高
層
住
宅
全
部
の
と
き
…

受
水
タ
ン
ク
や
ポ
ン
プ
の
故
障
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
水
道
だ
け
で
な
く
、

電
気
系
統
も
あ
わ
せ
て
た
し
か
め
て

く
だ
さ
い
。
③
近
所
一
帯
の
と
き
…

浄
水
場
や
道
路
の
水
道
管
な
ど
の
突

発
事
故
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
、
こ
の
場

合
に
は
広
報
車
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
わ
か
ら
な
い
と
き
は
水
道

局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

市
指
定
工

水
道
の
工
事
、

事
店

　
　
　
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
現
在
）

修
理
に
関
す
る
こ
と
は

　
左
記
の
工
事
店
へ
お
申
入
み
く
だ
さ
い
。

工事店名 営業所 電話番号

十日町水道工業㈱ 本町7丁目1 7－8211

魚　沼　水　道　㈱ 高田町3丁目西 7－2389

平　和　水　管　㈱ 高山第　2 7－4078

北越上下水道㈱ 桜　　木　町 2－4293

㈱植木組十日町営業所 千歳町3丁目 7－2201

㈱　　美　　佐　　伝 四日町新田第3 7－9191

㈱　宮　本　屋　商　店 土市第　3 8－2035

㈱　村　熊　商　店 駅　　通　　り 2－3597

㈱羽生田鉄工所十日町営業所 田中町東 7－8511

孫六商店㈱十日町営業所 駅　通　　り 7－2215

㈲三隆設備工業 四日町第1 7－4454

※このほかに蛇口の取替など小修理のできる指定
工事店が37店あります。
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一鵡．暴嚢i

生週間質

　　伽鰹，

日騰囲

歯の衛

6目4日～6月10

／■
㌔．イ

覧
彦

き
じ
￥
、
c
一

◎ぐ●

　嶽

．
’
　
　
　
一

＾
ヨ
訂

　
　
　
　
　
づ
ノ

　
　
　
　
　
1
o

4

γζ

一
．
っ
ノ

＾
、

　
　
！
ー

ノ
ノ
／
ノ
）

細
ヨ

．
餐

、

　6月4日は黛むし歯の日”。6月4Eヨ
～10日までは．丈夫なからだをつくるた

め＼丈夫な歯をつくろうという「歯の衛

生週間」です。この機会に＼櫨よい歯”

つくりについて．家族ぐるみで考

えてみましよう。

！

騨　　）
3歳児歯科健康診査むし歯の推移（図1）

年度　　　　1人あたりのむし歯本数

48侃R虞R瓜只卿7．4
49獄瓜瓜獄R餓鯉8・4

5・沢R瓜R鑓即6．9

51餓鑓RR潮6．7

52餓餓期6。・
53識餓R卿5．2
54RRR餓P5．4
55只RRR躍5．1
56獄餓即4・8
57！斌8鎌訓5．2本
　　56年の新潟県平均3．63本

　　むし　のある　　　　　り　
91．31㊥㊥㊥㊥⑤㊥㊥㊥㊥・8

，、．、纏㊥㊥㊥㊥㊥㊥㊥1㊥49
，、．7駒㊥㊥㊥㊥㊥㊥‘㊥㊥・・

8、．5覇㊥㊥㊥㊥1㊥‘㊥㊥㊥51
，。．。ゆ㊥㊥㊥㊨㊥㊥㊥藺152

88．，動㊥㊥㊥⑤㊥㊥⑤㊥53
，，．9鼻㊥㊥㊥㊥㊥㊥‘⑤㊥54
、，．3強愚㊥㊥㊥㊥㊥㊥㊥55
82．4蘭‘㊥㊥㊥‘㊥㊥㊥㊥56

81．4％ゆ㊥㊥㊥㊥㊥㊥㊥57
　　56年の新潟県平均67．2％

虫
歯
の
子
全
歳
、
鵜
月
㎜
晶
群
拶
を
県
目
標
諺
に

　
“
む
し
歯
”
は
、
お
子
さ
ん
の
心

と
か
ら
だ
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

市
で
は
、
毎
月
一
歳
六
ヵ
月
児
・

三
歳
児
を
対
象
に
歯
科
健
診
を
実
施

し
、
お
子
さ
ん
の
口
の
中
の
状
態
を

知
っ
て
も
ら
巨
、
む
し
歯
予
防
に
積

極
的
な
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
の
歯
科
健
診
の
結

果
か
ら
む
し
歯
の
現
状
を
み
て
み
る

と
、
三
歳
児
で
は
、
む
し
歯
の
あ
る

子
、
一
人
の
子
供
が
持
っ
て
い
る
む

し
歯
の
数
は
、
年
々
少
し
ず
つ
で
す

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
　
一

人
で
十
本
以
上
の
む
し
歯
を
持
っ
て

い
る
子
が
五
人
に
一
人
の
割
合
で
い

ま
す
。
県
の
平
均
と
比
較
す
る
と
、

多
い
状
態
で
す
。
　
（
図
1
）

　
一
歳
六
ヵ
月
児
の
場
合
は
、
む
し

歯
の
あ
る
子
、
本
数
と
も
大
き
な
変

1歳6ヵ月児歯科健康診査むし歯の推移

　　　　　（）内は新潟県平均　　（図2）

化
は
み
ら
れ
ず
、
県
平
均
と
比
べ
て

も
同
じ
よ
う
な
状
態
で
す
。
（
図
2
）

　
図
3
を
み
る
と
、
一
歳
六
ヵ
月
児

の
と
き
は
八
・
五
％
で
あ
っ
た
む
し

歯
の
子
が
、
三
歳
児
に
な
る
と
八
一
・

四
％
と
十
倍
に
も
増
え
て
い
る
の
で

す
。
一
人
あ
た
り
の
本
数
は
五
・
二

本
で
、
乳
歯
の
⊥
4
は
む
し
歯
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
を
み
な
が
ら
、
家
族
で

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

実
行
に
移
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

　　むし歯の
　　　　ある人（図3）

臓
）
O
O
O
◎
囎

　　8．5％

撃1Fl茂6ヵ月ゲ己
歯科健1、衰診査

グ）シ屯

　55年』F均

　　　年度

区分
53 54 55 56 57

むし歯の
あ　る　人

　　％

10．6 11．8 8．4
9．8

（9．8）
8．5

1人当たり
のむし歯本
数

　　本

0．27 O．26 0．21
0．24
（0．29）

O．21

1人あたりの

むし歯の本数

虫歯のないよい子
（4・5月の3歳児健診・受診者82名）

　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
》

　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙

五
十
五
年
に
健
診
を
う
け
た
児
が
五
十
七
年
に
う
け
た
時
の
も
の
で
す
。

談獄鑓瓜

獄

歯
診
き
均

児
康
と
F

歳
健
の
　
年

3
科
査
5
7

本210

力
科
査
　
均

6
歯
診
き
平

歳
児
康
と
年

1
月
健
の
5
5

5
　
　
　
4
　
　
　
3
　
　
　
2
　
　
　
1
・

氏　　　名 住　　　所 保護者名

　　あさ　み関口　　麻美 泉　　　　　　町 重　雄

木村紗智子 本町　6　～　1 賢　一一

高橋　　千里 本町　7　～　1 敏　己

　　まさ越村　　暢夫 新　　座　　　4 幸　夫

山田　　　修 原 韮　　＿．
口

本間　　陽子 高田町5丁目 政　彦

長井　　靖明 高　　山　　4 保　忠
半戸　　豊浩 南新田町3丁目 幸　市
小林　　直人 城之古東町 勉

福崎めぐみ 北　新　田　3 光　一
　　てる　　お大島　　晃央 谷　内　丑　　2 和　信

池田　　由紀 谷　内　丑　　2 富十雄

　　あや福崎　　朱子 田　　　　　　麦 優

井口　　健一 大　黒　沢　　2 吉　蔵

　　　あきら平澤　　　　陽 田　川　町　　2 富美男

藤村　　友弥 錦　　　町　　　2 憲　二

井口　実保 大　黒　沢　　1 正　栄

戸バ　　　征 ’　　　　3 日
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市
で
は
、
市
内
の
幼
児
の
い
る
家

庭
で
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
を
知

る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
集
計

が
出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
者

　
昭
和
五
十
七
年
七
月
～
十
月
の
間

に
、
一
歳
六
ヵ
月
児
、
三
歳
児
歯
科

健
診
を
受
診
し
た
子
供

　
一
歳
六
ヵ
月
児
　
百
四
十
二
名

　
三
歳
児
　
　
　
　
百
五
十
七
名

①
子
供
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を

　
　
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　
子
供
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て

い
る
人
が
一
歳
六
ヵ
月
児
で
八
割
、

三
歳
児
で
は
ほ
と
ん
ど
が
持
っ
て
い

ま
す
。
　
（
図
①
参
照
）

◆

｝
私
の

◆

｝
　
健
康
づ
く
り
①

◆◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
赫

◆ボ矯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
吉
麟

坐◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
緩
一

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富

ひ
▲
▼

◆
　
私
は
十
年
前
に
糖
尿
病
と
診
断
さ

か
齢
れ
て
以
来
今
日
ま
で
、
こ
の
病
気
と

ゆ棚
と
も
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
十
年

←

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持って
．　　図①子供専用歯ブラシの有無いないo・6％
不明0．7％

　　もって
　　いない
　　16．9％

　　　　　　　　　持って　　　　　　　　　　　　持って

　　　　1歳6ヵ月児　いる　　　　　　　　3歳児　　いる
　　　　　　　　　82．4％　　　　　　　　　　99．4％

②
歯
み
が
き
を
し
ま
す
か
？

子
供
自
身
で
歯
み
が
き
を
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、
一
歳
六
ヵ
月
児

で
約
半
数
、
三
歳
児
で
は
九
割
と
な

っ
て
い
ま
す
。
　
（
図
②
参
照
）

”
歯
み
が
き
の
習
慣
を
つ
け
る
た
め
、

食
べ
た
ら
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
ま
し

ょ
う
。
、

不明0．7％　　　　図②歯みがきの有無
不明2．8％1

い
％
な
洛

し
弓
ゴ

3歳児／語％1歳6カの磁

い
％
な
3

し
4
9

③
み
が
き
直
し
を
し
ま
す
か
？

峯
も
、
◆
睾
◆
睾
◆
≒
◆
≒
◆
≒
、
◆
も
◆
も
◆
喜
．
◆
毒
◆
も
．
◆
も
◆
も
◆
も
．
◆
も
◆
≒
◆
毒
◆
．
．
一
一
響
◆
．
．
學
一
一
．
◆
も
◆
も
◆
㌧
．
一
一
マ
◆
毒
◆
≒
◆
も
◆
．
．
．
一
7
ゆ
≒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
≒
◆
≒
◆
も
◆
毒
6
づ

の
間
に
、
糖
尿
病
が
引
き
起
こ
し
た

合
併
症
は
既
に
六
回
を
数
え
、
そ
の

た
び
に
入
退
院
を
く
り
返
し
、
身
を

も
っ
て
こ
の
病
気
の
怖
ろ
し
さ
を
体

験
し
て
き
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
糖
尿
病
は
薬

療
法
と
並
ん
で
食
事
療
法
が
肝
心
で

す
。
現
在
、
私
の
一
日
の
食
事
量
は

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
千
六
百
カ

ロ
リ
ー
に
抑
え
、
三
食
を
規
則
正
し

く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
前
は
適
度

に
飲
ん
で
い
た
酒
も
、
今
で
は
盃
を

持
た
な
い
よ
う
に
し
、
夜
も
九
時
に

は
床
に
就
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
劃

す
。
毎
日
の
こ
と
な
の
に
、
家
族
が
創

良
く
理
解
し
て
、
糖
分
と
塩
分
を
控
“

え
た
、
心
の
こ
も
っ
た
食
事
を
出
し
噂

て
く
れ
ま
す
。
孫
三
人
を
含
む
家
族
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

七
人
が
、
私
と
同
じ
薄
味
の
食
事
を
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
御

　
早
寝
早
起
き
を
励
行
し
、
あ
ま
り
◎

気
に
せ
ず
焦
ら
ず
、
気
持
を
平
ら
に
膝

持
ち
、
適
度
の
運
動
と
む
り
の
な
い
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吟

仕
事
を
し
な
が
ら
、
生
活
の
リ
ズ
ム
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
く
ず
さ
な
い
よ
う
、
健
康
づ
く
り
釧

に
励
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
◎

◆
・
一
一
2
。
，
▲
ワ
・
一
一
一
一
．
◆
・
呂
一
一
．
．
◆
・
一
一
一
－
．
・
◆
・
一
一
冒
7
◆
‘
一
一
7
・
◆
・
一
一
マ
◆
‘
一
一
一
．
・
◆
‘
一
＝
．
・
◆
・
呂
竃
。
◆
・
邑
一
．
．
◆
轟
一
冒
．
．
◆
も
．
◆
・
一
一
一
一
、
．
◆
‘
一
覧
．
・
◆
‘
一
一
一
．
．
◆
・
邑
一
．
◆
．
邑
一
．
◆
．
一
…
．
、
◆
・
一
一
一
一
。
◆
三
＝
．
◆
・
9
一
鷲
．
．
◆
・
一
一
雪
．
◆
・
一
一
。
一
．
．
◆
・
一
塁
一
．
◆
‘
塁
一
．
．
◆
三
冨
．
，
◆
・
呂
雷
．
◆
・
呂
電
．
◆
・
邑
一
．
◆
・
一
。
一
聯
．
◆
三
3
．
．
◆
・
邑
一
。
．
◆
ゑ
一
一
．
◆
輔

　
お
子
さ
ん
が
み
が
い
た
後
の
み
が

き
直
し
に
つ
い
て
は
、
一
歳
六
ヵ
月

児
で
約
半
数
、
三
歳
児
で
は
約
七
割

の
人
が
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
毎

日
行
な
っ
て
い
る
か
と
な
る
と
、
　
一

歳
六
ヵ
月
児
で
一
割
、
三
歳
児
で
は

約
二
割
し
か
み
が
き
直
し
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
　
（
図
③
参
照
）

　
お
子
さ
ん
は
、
自
分
で
歯
み
が
き

を
し
て
汚
れ
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
小
学
校
に
入
る
ま

で
は
、
一
日
一
回
、
夜
ね
る
前
に
み

が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
い
％

％
　
　
　
　
な
9

4
　
　
　
　
し
軌

生
　
　
　
　
　
　
　
3

おη　
　
　
　
　
　
　
児
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
歳
　
　
す
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
ユ

　
　
　
　
る
　
　
3
　
　
時
σ

無有
　
・
　
す
％

の
　
鶴

し　
チ
で
え
お
ユ
ヰ

直
隷
講
人

　
か
り
す
い
　
　
の

き
級
て
磁

が
　
　
　
加
膓

み
　
　
　
　
　
し
4
6

③
　
　
　
　
　
児

図
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
筋

　
　
　
　
　
　
　
歳
　
　
る

　
　
　
　
9
％
　
　
1

吻
　
勢
る
　
　
鵠

蝋
　
　
脇
　
鷺

π
　
　
　
　
　
毎
n

　
ま
た
、
み
が
き
直
し
を
す
る
時
に

つ
い
て
は
、
ね
る
前
、
朝
食
後
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
日
一
回
の

み
が
き
直
し
な
ら
ば
、
ね
る
前
に
き

ち
ん
と
み
が
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

④
お
子
さ
ん
の
ロ
の
中
を

　
み
ま
す
か
？

　
毎
日
口
の
中
を
見
る
人
は
、
一
歳

子どもの歯みがきは
お母さんが一…
3歳から遅くても4歳くらいまでには
自分でできるよう指導してあげてください。

／
　　　”　①歯がはえてきたら、歯の表面のヌ
　　　、，。　　　ルヌル（食ベカス）をとってあげ
　　　，、　　　生
　　　』　　後ないと虫歯になってしまいます。
　　　　　　6　　　＼／　　　〆　カ　　　　　　　　　、

、曝」曇←瀦謝欝鞠魁
　　　‘　　　　指にガーゼをまきつけてみがい
　　一ノ『冒　　　　　てあげる方法もあ章）ます。

六
ヵ
月
児
、
三
歳
児
と
も
に
約
三
人

に
一
人
の
割
合
で
す
。
（
図
④
参
照
）

　
一
歳
六
ヵ
月
児
の
時
は
む
し
歯
が

な
く
て
も
、
三
歳
児
に
な
る
と
五
人

中
四
人
も
む
し
歯
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
み
が
き
直
し
を
し
な
が
ら
、

お
子
さ
ん
の
歯
の
状
況
を
よ
く
見
て

明　図④子供の口の中をみる人
1．4％

K餓　　　識　＼
難る1歳6・月児骸る嶽る3歳児鷺る

　　　　　　　　　　”

感購
〕趨

、
、、

」

お
い
て
く
だ
さ

⑤
む
し
歯
に
な
ら
な
い
た
め

に
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
努
力
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
一

歳
六
ヵ
月
児
で
は
、
食
後
水
を
飲
ま

せ
る
（
六
〇
・
六
％
）
、
甘
い
物
を

ひ
か
え
る
（
四
五
・
一
％
）
、
歯
み

が
き
を
す
る
（
一
一
∴
二
％
）
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
（
七

・
七
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
三
歳
児

　
　
、

四三四で
％％％は
）　 ）　 ）　　　’

た　　②歯がふえてくると、歯ブラ
さ　　　シ（幼児用）が必要になり
い
・　　ます。歯みがき剤はつけな

　　　　いで、歯肉を傷つけないよ

　　　　うにみがいてあげましょう。

　　⇒このように、子どもの頭を
　　　ヒザにしっかり固定すると、

　　　口の中が十分にのぞけます。

不

（
八
・
七
％
）

　
食
物
の
与
え
方
、

歯
み
が
き

診
査
と
早
期
治
療
に
心
が
け
、

正
し
い
生
活
を
行
っ
て

く
ら
な

人
は
こ
れ
以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

食
後
水
を
飲
ま
ザ
．
る
（
四
一
・

、
歯
み
が
き
を
す
る
（
三
六
・

、
食
後
の
う
が
い
（
三
四
・

、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

　
　
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
食
べ
た
あ
と
の

　
（
う
が
い
）
、
定
期
健
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
則

　
　
　
　
　
　
、
虫
歯
を
つ

い
よ
う
、
な
っ
て
し
ま
っ
た

　 一一丁
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響

空
き
缶
散
乱
防
止

重
点
地
域
を
指
定

φ乙●

一空細

L
t

　
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
が
二
つ
や
一
二
つ
必
ず
み
つ
か
り
ま
す
ね
。

　
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
中
で
＼
こ
の
よ
う
な
空
き
缶

の
散
乱
防
止
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
＼
市

内
全
域
を
一
度
に
き
れ
い
に
す
る
の
は
不
可
能
で
す
。

　
そ
こ
で
十
日
町
市
で
は
、
塩
ノ
又
森
林
公
園
、
大
井

田
城
跡
、
鉢
の
石
仏
、
国
道
二
五
三
号
線
八
箇
峠
パ
ー

キ
ン
グ
の
四
ヵ
所
を
重
点
地
域
に
指
定
し
、
各
種
団
体

と
協
力
し
て
施
策
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
＼
空
き
缶
散
乱
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
重
点
地
域
以
外
に
も
＼
た
く
さ
ん
空
き
缶
が
散
乱

し
て
い
ま
す
。
道
も
山
も
川
も
公
園
も
み
ん
な
の
も
の
。

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
鞭
識
縫
灘
慧
麟
　
㎜
雛

　
　
　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
が
多
発
傾

灘　
礁
向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
市
内

顯
で
四
人
・
こ
と
し
も
野
中
地

麟
区
で
の
患
者
が
で
て
い
寄

蒲
発
病
者
は
ほ
と
ん
ど
山
菜

灘
採
り
や
農
作
業
中
に
刺
さ
れ

鐵
た
も
の
で
』
主
週
間
の

鋤
綴
』
潜
伏
期
を
お
い
て
高
熱
を
発

雛
．
し
、
放
置
し
て
置
く
と
二
～

雛
．
三
週
間
後
に
死
亡
す
る
人
も

　
　
　
い
る
恐
ろ
し
い
病

　
　
　
気
で
す
。

山
歩
き
な
ど
の
と
き
は

●
長
ぐ
つ
、
長
そ
で
の
シ
ャ
ツ
な
ど

を
着
用
し
、
皮
膚
を
出
さ
な
い
。

●
草
む
ら
で
休
憩
な
ど
を
し
な
い
。

●
上
衣
を
脱
い
で
土
や
草
の
上
に
置

か
な
い
。

●
体
に
異
状
を
感
じ
た
ら
、
早
く

医
師
の
診
断
を
受
け
る
。
こ
の
際

医
師
に
山
や
川
へ
行
っ
た
こ
と

を
話
す
。

醐
鍵
騒
饗
購
難
懇
擁

鞭灘
・
　
最
近
増
え
て
い
る
ク
ー
ラ

⑳
皿
ー
、
ピ
ア
ノ
等
に
よ
る
近
隣

欝
懇
、
騒
音
問
題
　
。
近
所
か
ら
気

欝
澱
に
な
る
音
が
あ
る
場
合
は
、

蟹
相
手
に
穏
や
か
に
話
し
か
け

鎌
て
み
ま
し
ょ
う
。
話
を
も
ち

鱒
か
け
ら
れ
た
ら
、
謙
虚
に
よ

　
　
く
話
を
聞
い
て
み
て
、
相
手

幽
蕊

の
立
場
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
ピ
ア
ノ

や
ク
ー
ラ
ー
な
ど
機
器
の
騒
音
は
、

必
要
に
応
じ
販
売
業
者
や
設
置
者

に
防
音
対
策
を
相
談
し
て
み
ま

し
よ
・
つ
。

十日町保健所庁舎が移転
　十日町保健所は、5月26日から下記の場所

に移りました。　（奮7－2400番）

／溜
　　　　　　至津南町

十日町警察署

r　認
圏
　
し

翻
□

国

□笹
　　』至小千谷

，菖

器＋日町総合庁毬

県立

十日町病院

賢！　　　　至津南
’！

誓
；
！

十日町駅

舎

圃
思
庵盤　　　

　
　
　
　
　
　
濃

歯
癒
廟

　
　
　
　
　
，
“
冶
加
”
z
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
言

　
　
翻

　
　
　
窮
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
至
松
代
町

〆
N

巽

危
険
物
取
扱
者
試
験
纏
駒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
備
講
習
螢
響
開
催

　
県
で
は
七
月
末
に
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
実
施
し
ま
す
が
、
県
危
険
物

安
全
協
会
で
は
、
そ
れ
に
備
え
た
受

験
準
備
講
習
会
を
、
づ
ぎ
の
要
領
で

実
施
し
ま
す
。

■
期
日
・
会
場
・
種
別

　
七
月
五
日
・
六
日
…
小
千
谷
市
市

民
会
館
　
　
乙
種

　
七
月
六
日
…
長
岡
市
自
治
会
館
－

丙
種

■
受
講
料

　
乙
種
第
四
類
受
講
者
…
危
険
物
協

会
員
三
千
円
　
非
協
会
員
六
千
円

　
丙
種
受
講
者
…
危
険
物
協
会
員
二

千
五
百
円
　
非
協
会
員
五
千
円

■
申
込
み
期
間
　
受
講
希
望
者
は
、

六
月
十
四
日
～
二
十
八
日
の
間
に
十

日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
（
盈
七

ー
一
五
五
五
番
）
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
詳
細
も
消
防
本
部
へ
。

塁
融
7
ラ
カ
轟
卜
　
麗

　
　
　
　
　
～
ご
み
の
水
分
と
処
理
費
～

　
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
袋
の
中
味
を
調
べ
て
み
る
と
、
も

7
る
ご
み
の
中
に
は
、
た
－
さ
ん
の

皿
水
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
水
分
の

｝
量
も
季
節
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
南

㎜
　
六
月
に
は
五
八
．
八
％
の
水
分
が

㎜
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
八
月
に
は
七
三
・

”｝八

％
に
ま
で
増
え
、
＋
月
に
は
五
七
．

㎜
八
％
と
減
少
し
ま
す
が
、
一
月
に
な

｝
る
と
ま
た
六
一
・
八
％
に
ま
で
あ
が

㎜
り
ま
究

皿
　
こ
の
よ
う
に
、
夏
と
冬
の
ご
協
は

皿
水
分
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
お
り
、
ご

㎜
み
を
焼
や
す
た
め
に
多
く
の
重
油
と

㎜
電
気
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皿
　
左
図
で
五
月
と
八
月
を
比
較
す
る

電
、
焼
却
量
は
五
月
誇
約
＋
八
％

㎜
増
え
て
い
る
の
に
対
し
、
重
油
は
な

還と

約
一
二
＋
倍
も
使
用
し
て
お
り
、

論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

電
力
も
一
二
十
％
使
用
量
が
増
え
て
訟

ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
イ
カ
や
枝
豆
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
水
分
を
含
ん
だ
㎜

も
の
が
極
め
て
多
く
な
薗
た
め
で
、
㎜

こ
の
ご
み
を
、
”
水
に
油
を
か
け
て
”
㎜

焼
や
し
て
い
る
の
で
究
　
　
一

　
し
か
し
、
前
年
度
（
五
十
五
年
度
）
㎜

よ
り
八
月
の
重
油
使
用
量
は
一
万
八
”
｝

舌
農
っ
て
お
り
、
各
家
庭
で
の
㎜

心
遣
い
が
数
字
で
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
…

こ
れ
か
ら
夏
場
に
む
け
て
、
ぜ
跳

各
家
庭
で
水
切
り
を
よ
く
し
、
ス
コ

カ
や
枝
豆
な
ど
の
水
分
の
多
い
も
の
㎜

は
、
干
三
日
か
げ
干
し
を
す
る
駕

ど
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
各
家
庭
㎜

の
チ
ョ
ッ
と
し
た
工
夫
が
、
ご
み
の
一

減
、
一
里
に
つ
な
が
－
、
ご
み
の
処
理
費
一

の
節
約
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
㎜

の
で
す
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
卿

焼却量

ψ1

5
月翻劇翻虜，溜，

8
月醐翻翻雌，駕，
1
月
田柳ゆ劇廓
　　　　　　　　960t

重　油

使用量

自一

1．0002

5
月
巨うづ　　8159

8
月

目目自目目自自目目自自自
自自自自自自目自93習2自ヒ1

1
月

自目自自目目自目自目目自
自自目1肩　　　，5，、。6¢．

電　力

使用量

）一1・軒

平均家庭

の使用量

194㎜／月

5
月
99曾9999999
9999　　　　1辮即
8
月
999）99◎999
99999999　11ラ1撒月

1
月
99曾）999999
9999999　　1曝即
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小
林
賢
秀
氏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
勲
五
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
と
し
て
、
ま
た
昭
和
三
十
三
年
か

縷

　
恒
例
の
五
十
八
年
春
の
叙
勲
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
内
川
原
町
の

小
林
賢
秀
氏
㈲
が
更
生
保
護
功
労
と

し
て
『
勲
五
等
瑞
宝
章
』
を
受
章
し

ま
し
た
。

　
小
林
氏
は
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら

三
十
三
年
と
六
ヵ
月
も
の
間
、
保
護

ら
二
十
五
年
間
、
郡
市
保
護
司
会
の

会
長
と
し
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止

や
犯
罪
を
犯
し
た
人
、
そ
の
家
族
の

更
正
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り
今
回

の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
小
林
氏
は
、
市
教
育

委
員
、
民
生
委
員
、
社
会
教
育
委
員

公
民
館
長
、
人
権
擁
護
委
員
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一
団
委
員
長
、

な
ど
多
く
の
要
職
に
あ
ρ
て
、
昭
和

五
十
二
年
に
は
藍
綬
褒
章
を
受
章
し

て
い
ま
す
。

▽　　」ベソノ7乙饗騨
　5月14日（士）。市観光協会主催による「ディスコまつりインクロス

10」が。市内外から500人の若者が集まり開催されました。会場の中

は平均年令20歳の若者の熱気が充満。県観光イベントにカロえられた

この催しは、参加した人それぞれの個性あるファッションと、きも

国
民
年
金
で
こ
の
施
設

　
当
市
の
国
民
年
金
加
入
者
は
、
一
万
四
千
十
五
人
、
受
給

者
は
、
拠
出
・
福
祉
あ
わ
せ
て
七
千
二
十
八
人
で
す
。
こ
の

支
払
わ
れ
る
年
金
額
は
約
二
十
億
円
余
の
巨
額
に
な
っ
て
い

ま
す
が
　
皆
さ
ん
が
納
入
し
た
保
険
料
の
積
立
金
は
、
年
金

給
付
の
ほ
か
に
厚
生
施
設
や
生
活
環
境
施
設
の
建
設
等
に
も

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
の
鐙
島
保
育
所
、
岩
野
運
動
広
場
な
ど
や
、

昨
年
度
の
簡
易
水
道
新
設
事
業
（
六
箇
地
区
…
…
約
一
億
一

千
万
円
の
事
業
費
の
う
ち
六
千
三
百
二
十
万
円
の
融
資
）

簡
易
水
道
配
水
管
事
業
（
下
条
地
区
に
三
千
二
百
万
円
の
融

資
）
な
ど
の
国
民
年
金
の
還
元
融
資
に
よ
る
事
業
も
あ
る
よ

う
に
国
民
年
金
は
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
省
エ
ネ
巡
回

　
技
術
指
導
の
活
用
を
〃
”

　
最
近
の
原
油
の
需
給
関
係
は
大
幅

な
緩
和
傾
向
に
あ
り
、
価
格
も
好
転

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
の
長
期

的
な
景
気
後
退
の
中
で
は
、
省
エ
ネ

対
策
を
推
進
し
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
り
企
業
体
質
を
強
化
す
る
こ

と
は
、
経
営
安
定
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
課
題
と
も
い
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
新
潟
県
で
は
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
指
導
車
を
導
入
し
、
県
内

の
中
小
企
業
の
工
場
な
ど
の
生
産
現

場
を
巡
回
す
る
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

交
通
止
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
1
菅
沼

　
五
月
二
十
三
日
か
ら
九
月
十
八
日

ま
で
の
間
、
市
道
美
佐
島
一
号
線
の

菅
沼
～
大
池
の
間
が
、
道
路
改
良
、

及
び
暗
渠
布
設
替
の
た
め
全
面
交
通

術
指
導
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
指
導
の
概
要

　
ω
対
象
…
…
県
内
の
中
小
企
業
の

工
場
や
事
業
所
等

　
の
指
導
時
期
…
…
年
間
随
時

　
⑬
指
導
内
容
…
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

管
理
体
制
、
受
電
設
備
、
電
力
の
効

率
的
使
用
、
ガ
ス
・
重
油
の
効
率
的

燃
焼
、
ボ
イ
ラ
ー
の
効
率
運
転
、
廃

熱
利
用
な
ど
の
ほ
か
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
相
談
や
経
営
相
談
に
応
じ
ま
す
。

★
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、
県
商

工
労
働
部
商
工
企
画
課
、
ま
た
は
、

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
i
十
日
町
試
験

場
（
智
七
ー
一
一
〇
四
番
）
へ
。

日本自転車振興会補助金でこの施設

　昨年12月に竣工した中条保育園（市内中条中町・

園児96名）は、日本自転車振興会の補助金等によ

り建設されたものです。

■総事業費

　101，450千円　　　　　　　　　　、，
　　　　　　　　　　　　　　　　薩　’．．噸

’財源内訳　　葺〆澱囎　・．欝

●振興会借入金24，900千円　　　　　　　　　　　　　　欝鰹灘

お
知
ら

　
　
　
　
　
せ

～
炎
池
間
－

止
め
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
迂
回
路
は
、
津
池
～
赤
倉
～
大
池

の
路
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
人
以
上
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

雇
用
保
険
の

　
雇
用
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
さ

れ
て
い
る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
く
）
は
、
雇
用
保
険
の
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
加
入
の
場
合
に
は
、
不
利
益
を

こ

　このほど、国鉄の宣伝カー“みどり号”

が市内を訪問。・“十日町駅で新幹線切符

も買えますケ　“ナイスミディパスはいか

が”　“お座敷列車で団体旅行をケと駅舎

を捨てて街頭で懸命のPR。

　このP　R作戦で国鉄見直しの一助にと

駅員も懸命でした。

加
入
を
〃

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急

に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
商

工
会
で
と
れ
ま
す
。

　
ー
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
ー

マンも

講
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体育課智7－3111
　　　（内325・326）

市民体育館費7－5208

体育・スポーツコーナー6月のおもな体育・スポーツ行事

“広げよう…市民の中にスポーツを！“

　　　体育課

　　　　　　　　　　　体育
　豊かなメニユー　　　　指導委員会

　　　　新しい発想
　　　　　　　　　　　市民の健康　　　　　　市体育協会

　　　　　　　　　　　　　体指とともに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊かな健康
6月5日は県民スポーツの日　　　　　　　　　　みなぎる気力

季婦撫曇ニス磯糊爽会　　　卓球教繋難難離離爽施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～卓球協会～
　　　／2羅軽育鶉会／　・手蜘、楽しめるスポーツ．．．卓球を！、

●水沢小…（月）夜7：30～

●新座公民館…㈱　　〃
　　　　　　　　　　　　どなたも
●東　　　小…（火）　〃　　気軽に

●下条　中…（幻　　〃　どうぞ…

●市民体育館…㈲　　“　　ん‘ノ

　陸上競裁灘判講習会，
　　　　　　　　　～十日町陸協～

■6／2（木）市民会館4F

■講師　手島弘信氏（県陸協）

■対象　協会員

　　　公認審判資格取得希望者

■受講料　500円

■申込み締切　5／30

春季婦撫曇ニス磯糊爽会

　　　　　（3圭響酵蟹暴婁）

■6／12（日）…城ヶ丘テニスコート

　　　　　　雨天のときは6／26（日）に

■市内在住・在勤の18才以上の女性

・ダブルス戦く倉多；委：：：翠舞鶏

■ラケット・シューズは各自持参

■申込み・問い合わせ先

　柳信子さん（上川町87－9328）へ

■申込み締切　6／6（月）

十圏晦健康吻蒙一ク
■6／19（日）

　来迎寺～大池・菅沼方面へ

　　（主催灘騰）

期日 行　　　事　　　名 会　　場 主　　管

％ 陸上競技審判講習会 市民会館 十日町陸協

3・4 県高校空手大会（全国大会予選〉 十日町高校 高　体　連

4・5 日報旗争奪　郡市中学校野球大会 河川野球場
十高OB会
十実

5 第9回原田杯中学校軟式庭球大会 河川コート 軟庭連盟

5 郡市中学校6人制バレーボール大会 十日町中
バレーボール協会

5 県民スポーツの日　郡市卓球大会 川西町（体） 卓球協会

5 上越地区硬式テニス混合選手権大会 河川コート テニス協会

5 第38回国体中越予選会（大光杯） 城ヶ丘野球場 野球連盟

6 市長杯ナイター野球大会 〃 〃

11・12 市民体力測定 市民体育館 教　　　委

12 婦人硬式テニス大会 城ケ丘コート テニス協会

12 軟式テニス国体第2次予選会 河川コート 軟庭連盟

12 小松原～苗場山登山 山岳（あすなろ会）

14 市内小学校親善野球大会
河川野球場
青少年センター 小　体　連

14 郡市中学校陸上競技大会 川　西　中 中　体　連

15～17 婦人バレーボール大会 市民体育館 バレーボール協会

19 十日町健康ウォーク 美佐島地区 東部自衛団

22・23 郡市中学校球技、格技、水泳大会 十日町中他 中　体　連

25・26 第2回郡市バスケットボール大会 十日町中
バスケット
ボール協会

26 地区体協親善バレーボール大会 市民体育館 体　　　協

29 第6回十日町市高令者ゲートボール大会 青少年センター 教　　　委

末定 巻機山登山
山岳（山路野会）

十日町のスポーツ活動を
　　　　　テレビで紹介一

6／5（日）NSTテレビ・朝8：10～30

“県民のひろば“…家族みんなで
　　　　　　　　　いい汗ながそう
●高齢者体育教室（＋日町軽スポーツクラブ）

●お早ようサイクリング●新座ジョギング

●レクリェーション同好会●ヘルシーサークル

生涯ス旗繭ツ教室
■毎週火曜日　夜7時半～

■市民体育館

　　（指導は体育指導員）

■軽スポーツ…ミニテニス

　ミニバレーボール・レタダンスなど

　爪体を動かしいい汗を”

～とくに壮年の男女の皆さん～

　　　　市民体力量スト
　　　黙自己の体力を確認…体力づくりへの関心を”

■6／11仕）13：00～21：00　　◆体力診断テスト

　　　　　　　　　　　　◆壮年体力テスト

藩1逢灘多欝び擁，

　く
十日町の

　　人に

　　　　なりました
■川治内後

　長津直美さん　　』　　〔35〕

　～長野・飯山市かり～

★
ス
キ
ー
・
テ
ニ
ス
な
ど
観
光
の
メ

ッ
カ
長
野
県
は
飯
山
市
か
ら
一
年
半

前
に
十
日
町
に
嫁
い
で
来
た
の
が
、

川
治
内
後
の
長
津
直
美
さ
ん
㈲
で
す
。

★
夫
の
俊
男
さ
ん
（
織
物
会
社
勤
務
）

と
は
、
四
年
前
の
．
十
日
町
～
飯
山

歩
け
歩
け
大
会
”
で
知
り
合
い
、
二

年
近
く
の
交
際
を
経
た
後
に
結
婚
。

　
こ
の
歩
け
歩
け
に
田
沢
か
ら
津
南

ま
で
の
わ
ず
か
な
区
間
を
一
緒
に
歩

い
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
と
い
う
か
ら
、

”
人
生
は
わ
か
ら
な
い
も
の
”
と
照

れ
く
さ
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

★
こ
こ
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
「
県

外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
少
な
い
こ
と
。

こ
の
地
域
全
体
で
閉
じ
込
も
ら
ず
に

も
っ
と
オ
ー
プ
ン
の
観
光
開
発
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
　
「
飯
山
市
と
比
較
し
て
人
口
も
多

い
わ
り
に
は
、
買
い
物
に
は
不
便
な

感
じ
が
し
ま
す
。
も
っ
と
選
べ
る
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
し
た
い
」

★
長
津
さ
ん
の
家
は
農
業
。
　
「
今
の

嫁
不
足
の
時
代
に
、
明
る
く
気
さ
く

な
嫁
さ
ん
で
伜
に
は
も
っ
た
い
な
い

．
人
」
と
世
帯
主
の
一
夫
さ
ん
．
七
月

　
一
日
出
産
予
定
の
初
の
内
孫
誕
生
が

待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

★
「
生
ま
れ
て
来
る
子
ど
も
は
絶
対

に
男
の
子
」
と
確
信
し
て
い
る
お
二

人
で
す
が
、
親
子
そ
ろ
っ
て
、
　
”
歩

け
歩
け
大
会
”
に
出
場
し
て
完
歩
す

る
の
が
今
か
ら
の
夢
。
自
分
達
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
子
ど
も
達
に
歩
き
な
が

ら
話
す
好
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
5
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
　
ず
　
　
　
　
り
　
　
　
ま
　
　
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

自
転
車
（
五
⊥
パ
年
生
用
）

中
　
古

相
談
で

風
呂
（
団
地
用
）

中
　
古

二
万
～
三
万
円

ス
キ
i
　
一
式

〃

〃

食
卓
テ
ー
ブ
ル

〃

三
万
五
干
円

バ
イ
ク
（
9
0
㏄
）

〃

〃

オ
ル
ガ
ン
（
ヤ
マ
ハ
）

〃

一
万
三
千
円
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魂綿惣期第9回市民β芸能祭i繊・教育力を高める社会教育活動

第38回県展・＋日町展鎌潔酉鷺蟷i轄靴会教育大会を開催

・期日伽～伽i欝簾霧1ナく　い．i・日時6月12日（日）9：・・一15：・・

　　　　　9：30～18：30　　　1◆日時　6月19日（II）午攣丁時開演　1●会場　十日町市公民館（学校町）

　　　　　（7日は16：00まで）1◆会場市民会館ホール　i．対談r地域の教育力を高める
●会場クロス10十日町1詮羅体無料　　　　　1　　　癬盈療、兵，車教育大学教才受、

●入場料　　　　　　　　　　　　1「…’…’…’－’”薗’…………”…”’、1　　一一．▲　桑原昭三氏什日町小学校長）

、
軸
一
7
◆
も
．
◆
毒
◆
．
．
．
『
τ
◆
．
、
層
一
7
◆
善
．
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
≒
．
◆
毒
◆
≒
◆
≒
◆
も
◆
・
一
臼
一
7
◆
毒
◆
毒
◆
三
一
7
◆
≒
◆
毒
◆
一
二
辱
◆
も
◆
睾
帖
圭

≒
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
寺
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
｛

　l　i美野理会・扇踊会・＋日町多賀仙会i　l●分科会

li＋日町水和会・木謡会・為永月踊会il謬瀦繍（小●中学校）

　マ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　す

　l　i十日町婦人会民踊部・一葉会・紙芝i　l　　●青少年健全育成の婦人会活動

　l　i居．鶴夕会．新保広大寺保存会．中i　l　　●，婦人ボランティア活動

　◆　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　1◆
1…平水和会・＋日町カラオケ愛好会・…1●地域好どものため姥人の活動

ii新潟バレエアカデ・一・球舞会il欝書1芸鰹開ブの方々の
　ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ニ

　‘　’………………甲……’………’…”　1　　大勢のご参加を　　。

　1　◆主　催　十日町市公民館　　　　も　　、　　郡市社会教育振興会

1・　　（盈H・11番）　　ハ王催＋日町市教育，類会
ミ　劣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　勿
ダ　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　　ヘ
ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶド　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ

　　　鳳卿◆噛◆噛◆ψ◆融◆融φ継◆砂φ融φ瀞◎“－　　　　、嚇◆曲◆槽◆槽◆碓◆ψ◆禰◆槽ひ撒ひ“◎撒◎融8ボー

入場料 優待料

一　　　般 300円 250円

学　　　生 200円 150円

中・小学生 100円 50円

優待券は市公民館（本館・地区館）、博

物館、市役所（市民生活課窓口）、クロ

ス10十日町、市内各書店にあります。

　　　　　●新潟日報社
　　主催＜・県教育委唇会

　　　　　●市教育委貝会

も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
睾
◆
≒
◆
も
◆
も
◆
睾
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
≒
◆
毒
◆
も
◆
睾
◆
も
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
も
◆
≒
◆
も
◎
毎
㌧

“ψ◆ψ◆ψ◆ψ◆贈◆撒◆槽◆撒◆槽◆槽ひ“◎謹4

離婆講できるチケ欄睡鼎鯉鯉舅搬蟻聾髪鞭轍ひ
囹手づくり工芸教室…月4回（1コース12回）1％・・円囹手織教室

教　室　　　　　内　　　　　　容　　　　　講　師　　開講日　定員　　　当振興センターでは、新しい商品開発の一環として、白樺の用材

　　　話題の紙粘土で作った、・マンチ．　　　　　　1月4回　　　名　を使った、コンパクトで軽量、しかも本物と変’）ない性能を誇る新

㍊1辮1に・プ・ゼ・・に大変1期歌脳辮2・よ善穿㌘庭用手織機1こよる手織工芸教室を開溝します。

　　　皮革のもっ魅ヵを生かして、＿ンド　　　　　　月4回　　　　●開講日と時間　6月2日㊨より、毎週火・木・L曜日のうち週
／ザー　　ッグ・ベルト・ブ・一チ」竺布・　喜多村誠　毎週水曜　20　　　1回　午前10：00～午後3：00
7ラフト　：π階2鴛など・倉llる鰐を　　　　　　PMli39　　　　●受講料　月4回……初心者コース（2ヵ月）

　　　　　　　　　　　1コース、81【ゴ］（1匝］2，000「■］）

　受・講申込の際、チケットと引換に申し受・けます。

●定　員　10名　定員オーバーの際は、当方よりお知らせグ）ある
　　　　　　　　まで、しばらくお待ち下さい。
〉専　　門　　科

　普通科では縞・格子などで織る 楽しみを習い、更に緋織りや、糸
　染めなどの専門課程を引続いて開講します．

教　室 内　　　　　　容 講　師 開講日
， －，　【】
疋
貝

ロ　マ　ン

ドール

話題の紙粘土で作った、ロマンチッ
クなお人形。

お部屋の飾りに、プレゼントに大変
喜ばれます。

関　歌子

8月4回
毎週木曜
PM1：30

～3：30

　名

20

レ　ザー

クラフト

皮革のもつ魅力を生かして、ハンド

バッグ、ベルト、ブローチ、財布、

テーブルセンターなど、創る喜びを
存分に味わえます。

喜多村　誠
月4回
毎週水曜
PM1：30

～3：30

20

草木染め

占代民族が薬草として煎じて呑む苧：

木で布を染め、身を守り、美しく飾

る、そんな先人の心を小物類に染め
ながρ）さぐってみます。

田村由美子
月4回
毎週火曜
PM1：30

～3：30

20

袋もの

想い出の布や、すてきな小裂でハン

ドバッグ、札入れ、数寄屋袋、ショ

ッビングバックなどを作ります。

楽しみながら実益にも通じます．

押木キン
月4回
毎週月曜
PM1：30

～3：30

20

署穿汚r
’
．

　　　　　一，

漣櫓酬

レクリェー
ション
　　＊

ダンス

　
日
本
の
レ
ク
・
ダ
ン
ス
界
の
第
一

人
者
の
中
道
一
朗
さ
ん
を
招
き
、
楽

し
い
つ
ど
い
を
計
画
し
ま
し
た
。
仲

間
を
さ
そ
っ
て
…
…
レ
ク
ダ
ン
ス
で

『
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
■
と
き
六
月
五
日
㈹
午
後
一
時

　
■
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

　
■
参
加
料
　
三
百
円

　
■
そ
の
他
　
●
高
校
生
以
下
の
参

加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
●
申
込
み

受
付
は
当
日
会
場
に
て
●
詳
細
の
問

い
合
わ
せ
は
中
条
地
区
公
民
館
（
智

二
－
二
七
四
八
番
）
へ

「
・
市
レ
タ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

催
指
導
者
タ
ラ
ブ

主
●
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
社
会
教
育
課

”
郵
便
”
に
関
す
る
資
料
を
お
借
し
く
だ
さ
い

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
今
年
八
月

の
新
局
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
郵

便
局
史
の
編
さ
ん
や
著
名
人
の
手
紙

展
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
た
め
の
資
料
（
古
文
書
、

写
真
、
手
紙
、
　
は
が
き
等
）
収
集

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
郵
便
局

に
つ
い
て
の
協
力
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
十
日
町

郵
便
局
や
郵
便
事
業
に
関
す
る
資
料

を
所
蔵
し
て
い
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
、

同
郵
便
局
（
盈
七
　
二
三
九
一
番
V

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
殊
切
手
を
発
売
く
罐
職
靴
麓
纏
繭
鐸
鐵
雛
輝
％
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
色
は
四
色
以
内
（
白
は
一
色
と
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
な
い
）
⑰
図
案
に
入
れ
る
文
字

　
通
商
産
業
省
で
は
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
工
業
統
計
調
査
（
十
二
月
』
一

十
一
日
現
在
）
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
を
つ
ぎ
の

要
項
で
一
般
か
ら
募
集
し
ま
す
。

■
作
品
の
内
容
　
ω
製
造
事
業
所
が

工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
そ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
も
の
で

未
発
表
の
も
の
。

ω
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
ω
用
紙
は
縦
五

十
九
弛
．
屑
、
横
四
十
二
弛
．
材
（
日
本

標
準
規
格
A
2
版
）
で
縦
長
に
使
用

「
通
商
産
業
省
」
「
工
業
統
計
調
査
」

「
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
」

国
写
真
使
用
不
可
　
団
ポ
ス
タ
ー
裏

面
に
「
住
所
、
氏
名
、
職
業
」
明
記

■
応
募
締
切
　
六
月
三
十
日
（
当
日

　
消
印
有
効
）

■
表
彰
○
最
優
秀
賞
一
名
（
賞
状
及

　
び
副
賞
十
万
円
）
o
優
秀
賞
二
名

　
（
賞
状
及
び
副
賞
三
万
円
）
○
佳

　
作
五
名
（
記
念
品
）

■
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務

謀
企
画
広
報
係
（
B
七
－
三
一
二

番
内
線
二
一
四
）
へ
．
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子
宮
ガ
ン
検
診
を
、
昨
年
同
様
、

地
元
医
療
機
関
の
ご
協
力
を
得
て
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
ガ
ン
の
早

期
発
見
と
早
期
治
療
の
た
め
、
毎
年

定
期
的
な
検
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

実
施
医
療
機
関

　
丸
山
医
院
（
西
寺
町
）

　
厚
生
連
中
条
病
院
（
北
原
）

　
県
立
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

実
施
期
間
（
予
定
）

　
七
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

　
※
期
間
を
過
ぎ
て
受
診
す
る
と
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
　
市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
各
戸
に
回
覧
さ
れ
る
申
込

書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込

ま
な
い
人
は
受
診
で
き
ま
ぜ
ん
。

　
　
昨
年
の
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
％

　
昨
年
は
、
約
二
千
九
百
人
が
申
込

み
、
二
千
三
百
六
十
一
人
が
受
診
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
十
％
の
人

が
異
常
な
く
、
十
％
の
人
に
何
ら
か

の
異
常
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

申
し
込
み
締
切
　
六
月
十
五
日

対
象
者
　
満
三
十
歳
以
上
の
希
望
者

受
診
日
等
の
個
人
通
知
　
受
診
日
、

受
診
医
療
機
関
等
の
通
知
は
、
申
込

書
取
り
ま
と
め
の
後
、
個
人
に
通
知

し
ま
す
。

検
診
料
　
検
診
料
の
自
己
負
担
金
は

五
百
円
で
す
。
た
だ
し
、
老
人
保
健

法
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
で
す
。

納
入
方
法
　
受
診
後
、
納
入
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
も
よ
り
の
銀
行
、
農
協
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係
（
智
七
－
三
一
一
一
番
内

線
五
〇
二
・
五
〇
三
）
へ

結
果
の
人
に
異
常
が
．

　　検異異t
　　診常常プ
　　結がな
　　果発く堵
　　　は見’σ
　　下さ十糸
　　表れ％5
　　のまの
　　　とし人ノ
　　おたに一
　　　り　o何9
　　で　 らσ上在住者）

　　す　 かノ
　　　0

陪遡嬬57人（2．4％）

　
　
融
．
潔

　
　
　
寸
、
試

撫
巡丈

　対象者　15，015人
　　　　　（市内30歳以
　申込者　2，963人
　受診者　2，361人

ポリープ45人

論◎
受診者
2，361人

異常なし
2，136人
（90．5％）

㈱泰6月27日（月）滝

6月28日（幻　島善織物㈱谷内丑工場

6月29日㈲滝文工業㈱
時間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血を

防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会
開
催

　
消
防
法
の
規
定
に
よ
る
防
火
管
理

者
資
格
付
与
に
関
す
る
講
習
会
が
次

26　　19　　　　　12　　　　　5
日　　日　　　　　　日　　　　　　日

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
　
…

　
　
智
2
の
2
5
8
1
番
…

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

　
君
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
　
…

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
…

　
　
智
2
の
3
2
7
6
番
…

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

奮
0
2
5
7
6
1
5
1
3
1
6
1
番
　
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

　
　
盈
2
1
3
2
6
9
番
…

中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

　
　
奮
7
－
3
0
1
8
番
…

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
七
月
七
日
～
八
日
の
二
日
間

会
場
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
川

治
内
後
）

申
込
先
及
び
期
問
　
六
月
二
十
日
～

三
十
日
の
間
に
十
日
町
地
域
消
防
本

部
予
防
課
（
盈
七
－
一
五
五
五
番
）

へそ
の
他
　
受
講
希
望
者
は
、
申
込
期

日
内
に
、
講
習
テ
キ
ス
ト
代
二
千
五

百
円
と
上
半
身
の
写
真
（
横
三
仕
．
層

×
縦
五
紬
．
屑
）
一
枚
を
添
え
て
申
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
申

込
み
時
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

波を正しく

いましょう
電
使

　
今
年
一
月
一
日
か
ら
無
線
局
の
無

免
許
開
設
者
に
対
し
て
も
罰
則
規
定

が
適
用
さ
れ
、
免
許
を
受
け
な
い
で

無
線
局
を
開
設
す
る
と
一
年
以
下
の

徴
役
か
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
無
線
局
は
重
要
無
線
通
信
に

妨
害
を
与
え
重
大
な
事
故
を
誘
発
し

た
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
放

送
の
受
信
に
妨
害
を
与
え
た
り
し
て

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
法
秩

序
を
乱
す
不
法
無
線
局
を
追
放
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
な
お
、
個
人
で
無
線
を
利
用
し
た

い
人
は
、
免
許
手
続
き
が
簡
易
で
無

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
　
歳
　
児

健
康
診
査

6
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

留
年
1
2
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
カ
月

児
健
康
診
査

6
月
1
7
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56
年
1
2
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

康
診
査
並
び

に
育
児
学
級

6
月
1
5
日

　
（
水
）

「
r
麦
－
寺

ノ
一
　
／
イ
　
　
　
　
ロ
H

～
－
時
30
分

58

年
2
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

6
月
2
0
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

57
年
8
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
｛
躰
溜
呪
篇
謄
覇
覗
嬢
噛
健
康
診
査
が
あ
り
ま
す
か

線
従
事
者
の
資
格
も
い
ら
な
い
「
パ

ー
ソ
ナ
ル
無
線
」
と
い
う
新
し
い
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。　
詳
し
く
は
、
信
越
電
波
監
理
局
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
六
和
会
（
本
町
六
－
二
婦
人
部
）

千
七
百
十
七
円
、
▼
内
藤
直
義
（
椌

木
）
千
円
　
▼
上
原
部
落
五
十
七
年

度
役
員
一
同
　
二
千
円
、
▼
蕪
木
木

工
所
（
栄
町
）
千
円
、
▼
池
田
弘
（
本

町
六
ノ
一
）
五
百
円
、
▼
太
田
誠
一

（
北
鐙
坂
）
二
万
円
、
▼
水
沢
婦
人

会
　
千
円
、
▼
羽
根
川
荘
利
用
者

二
千
三
百
八
十
四
円
、
▼
稲
和
会
（
根

津
由
一
代
表
）
八
千
四
百
六
十
円
…

…
仲
間
の
家
へ
　
▼
ボ
ラ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
花
園
グ
ル
ー
プ
　
三
万
円
…
タ

ウ
ン
ホ
ー
ム
設
備
資
金

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
三
日
㈹
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
珠
川
の
全
部
▼
六
月
六

日
㈲
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時
　
本

町
二
、
本
町
西
一
、
高
田
町
一
、
袋

町
東
、
袋
町
中
、
袋
町
西
の
各
一
部

▼
六
月
十
日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
　
中
条
旭
町
、
中
条
上
町
、
中
、

町
、
中
条
下
町
、
中
条
島
の
各
一
部

旭
ヶ
丘
、
背
戸
の
全
部
　
▼
六
月
十

三
日
㈹
、
午
前
九
時
～
正
午
、
本
町

七
－
一
、
本
町
七
－
二
、
四
日
町
第

三
の
各
一
部
、
三
和
町
の
全
部

▼
六
月
十
六
日
㈲
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、
菅

沼
、
大
池
、
赤
倉
の
全
部
　
▼
六
月

二
十
日
㈹
　
午
前
九
時
～
正
午
　
春

日
町
三
、
桜
木
町
、
美
雪
町
一
、
美

雪
町
二
、
美
雪
町
三
、
錦
町
一
、
高

山
第
二
の
各
一
部
　
錦
町
二
の
全
部


